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1. イントロダクション 

素粒子原子核物理においてタンタルを用いた

暗黒物質探索やスズを用いた 2 重電子捕獲反応

などの稀少現象探索が行われている．スズやタン

タルを吸収体として用いた粒子検出器では，吸収

体の自己吸収によって生じたエネルギーを観測

するため高検出効率である．さらに，高いエネル

ギー分解能を実現するために力学インダクタン

ス検出器(KID)[1]で粒子検出器を構築する．本論

文では開発中の検出器アレイの性能を評価する

ために，RHEA[2]をベースとした多重読み出しシ

ステムで同時に測定した 3 素子分のデータを処

理するプログラムの開発を行った． 

2. 測定について 

東北大ニュートリノ科学研究センターにある

希釈冷凍機内で、鉛吸収体を取り付けた KID ア

レイにガンマ線を照射し，検出器からのパルス信

号を取得した．測定温度は 130 mK であった．素

子は，360 μm のシリコン基板に 50 nm 厚のアル

ミニウムにフォトリソグラフィー技術で作製し

た．素子の裏面に 10 mm 角で 1 mm 厚の鉛吸収

体を貼り付け，線源には Am-241 を用いた．アル

ミテープを用いてα線を遮蔽し，59.6 keV のガン

マ線のみを吸収体側から照射した． 3 素子で同

時読出測定した素子をそれぞれ素子 A, 素子 B，

素子 C と呼ぶことにする． 

3. 測定結果とパルス形状解析 

各素子の共振周波数において，IQ 信号を 1 

MHz のサンプリング速度でトリガー測定をした．

IQ データに対して較正を行ったのちに位相デー

タに変換し応答パルスを求めた．パルスが peak

を取る点を境にステップ関数を切り替えて立ち

上がりと立ち下がりを 1 つの式でフィッティン

グしてパルス形状を解析した． 

4. 吸収点の解析 

いずれかの素子が閾値を超える条件の下で取

得した３素子同時測定のデータセットは 1316 個

あった．各素子でパルスが確認できた点数と，同

時にパルスが確認できた点数の割合を求めた．こ

れらの割合と素子同士の距離を用いて各素子の

検出範囲を半径が 1600μm の円内と推定した． 
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